
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



⼤項⽬ 評価項⽬ 評価基準 
  S A B C D 

課題解決する⼒ 

観る力 

（情報収集・分析する力） 

課題に対して、必要

な情報を集めること

ができる。また、集め

た情報について、他

者の意見を取り入

れ、比 較・分類し、

課題解決に役立つカ

タチにすることがで

きる。 

課題に対して、必要

な情報を集めること

ができる。また、集め

た情報について、他

者の意見を取り入れ

ながら、比較・分類す

ることができる。 

課題に対して、必要

な情報を集めること

ができる。また、集め

た情報について、 他

者の意見を取り入

れ、比 較することが

できる。 

課題に対して、たく

さんの情報から取捨

選択したり、見通し

を持ったりして、必

要な情報を集めるこ

とができる。 

課題に対して主体的

に情報収集しようと

している。 

問う力  

（課題発見する力） 

広い視野や複数の情

報をもとに多面的に

課題を捉え、その原

因や理由について明 

確に述べ、問うこと

にふさわしい課題を

設定することができ

る。 

広い視野や複数の情

報をもとに多面的に

課題を捉え、その原

因や理由について明

確に述べることが 

できる。 

初発の見出した課題

とは 異なる視点で、

課題を見出すことが

できる。 

見出した課題に対し

て、その原因や理由

について述べること

ができる。 

示された事象に何か

しらの課題を見出す

ことができる。 

描く力  

（表現、プレゼンテーショ

ン、協働的に学びに向かう

力 

具体的なデータや事

例をもとに、熱意や

思いを込めて理解を

得られる発信ができ

る。文化の違いや言

語の壁を越えて目的

を達成するための具

体的な行動を起こす

ことができる。 

プレゼンテーション

ツールを利用して具

体的なデータや事例

を紹介しながら自分 

の意見や考えを示す

ことができる。グル

ープの中で他者の個

性を認め、お互いの 

長所を引き出しなが

ら目的を達成するこ

とができる。 

iPad やポスターなど

のツールを使用し、

自分の意見や考えを

相手に伝えることが

できる。グループや

クラスの中で他者の 

個性を理解し、目的

の達成に向けて行動

することができる。 

グループやクラスで

自分の意見や考えを

相手に伝わるように

表現することができ

る。ペアやグルー プ

の中で自分の役割を

見つけて行動するこ

とができる。 

自分の意見や考えを

ペアやグループで話

すことができる。ペ

アやグループで与え

られた課題に取り 

組むことができる。 



⼤項⽬ 評価項⽬ 評価基準 
  S A B C D 

協創する⼒ 

他者と関わる力 

複数のグループから

出された考え・意見

を統合集約し、自ら 

の考え・意見をそれ

らと照らし合わせて

再構築することがで 

きる。そして、他者と

協力し，信頼関係を

築いたり結束力を高

めたりすることがで

きる。 

グループ内で出され

た意見を集約・統合

して発表し、他のグ

ループと意見交換す

ることができる。 

グループの中で自ら

の考えや意見を表明

し、他者の考えや意

見を聞いたうえでグ

ループの考え、意見

として統合していく

ことができる。 

他者に自らの考えや

意見を表明するとと

もに、他者の考えや

意見を取り入れ、自

分の考えや意見を 

まとめることができ

る。 

他者に自らの考えや

意見を表明できる。 

新たな価値観を見いだす

力 

様々な価値観を正し

く理解した上で、新

しい価値観を見いだ

し、他者からの共感

を得られることが 

できる。 

様々な価値観を正し

く理解した上で、新

しい価値観を見いだ

すことができる。 

異なる世代の他者が

持つ様々な価値観を

正しく理解すること

ができる。 

同世代の他者が持つ

様々な価値観を正し

く理解することがで

きる。 

自分の持っている価

値観を正しく理解す

ることができる 

多面的、多角的に考える力 

様々な視点から考

え、発信されたもの

を自分の意見に統合

できる。また、新しい

視点で他者と協力 

して考え、発信する

サイクルを日常的に

行うことができる。 

様々な視点と比較す

ることで、自分とは

異なる新しい視点か

ら他者と協力して考

えたことを自分の 

意見に統合し、発信

することができる。 

様々な視点と比較す

ることで、自分とは

異なる新しい視点か

ら他者と協力して考

えることができる。 

自分が決めた視点を

もとに他者の視点と

比較して物事を考え

ることができる。 

自分が決めた視点を

もとに物事を考える

ことができる。 

 
 
 



⼤項⽬ 評価項⽬ 評価基準 
  S A B C D 

社会参画する⼒ 

社会を理解する力 

社会を支える当事者

として、社会が抱え

る問題についてさら

にどのような問題が

あるか調べ、他者が

理解できるように自

分の意見としてまと

めることができる。 

自分と社会のつなが

りに気づき，社会が

抱える課題に問題意

識を持って調べ、他 

者と議論することが

できる。 

自分と社会のつなが

りに気づき、社会が

抱える課題に問題意

識を持って調べるこ 

とができる 

自分と社会のつなが

りに気づき、社会が

抱える課題を発見す

ることができる。 

自分と社会のつなが

りに気づいている。 

社会をより良くする方法

を考え、発信する力 

社会を支える当事者

として、より良い社

会の具体的なイメー

ジを他者と共有し、

実現する方法を発 

信し、実行すること

ができる。 

より良い社会の具体

的なイメージを他者

と共有し、実現する

方法を発信すること

ができる。 

より良い社会の具体

的なイメージを他者

と共有し、実現する

方法を考えることが

できる。 

より良い社会の具体

的なイメージを他者

と共有することがで

きる。 

より良い社会を具体

的にイメージするこ

とができる。 

社会に貢献する力 

社会を支える当事者

として、自分の役割

を理解し、他者と協

働的に貢献し、より

良い未来を創造する

ことができる 

社会に貢献する意欲

があり、自分の役割

を理解し、他者と協

働的に貢献すること

ができる。 

社会に貢献する意欲

があり、自分の役割

を理解し、主体的に

貢献することができ

る。 

社会に貢献する意欲

があり、自分の役割

を理解できる。 

社会に貢献する意欲

がある。 

 
  



⼤項⽬ 評価項⽬ 評価基準 
  S A B C D 

自己実現する力 

自己理解する力 

自分自身に関する客

観的なデータや他者

との関わりの中 で

自己分析を通して、

個性を理解し、自分

の言葉で表現し、自

身の行動をより良い

ものにすることがで

きる。 

自分自身に関する客

観的なデータや他者

との関わりの中で自

己分析を通して、個 

性を理解し、自分の

言葉で表現すること

ができる。 

自分自身に関する客

観的なデータや他者

との関わりの中で自

己分析を通して、自

分の個性を理解する

ことができる。 

自分自身に関する客

観的なデータや他者

との関わりの中で自

分の個性を理解する 

ことができる。 

自分の個性（資質能

力、興味関心、得意な

こと）を理解してい

る。 

高みを目指して自律する

力 

自己の能力と目標達

成までに克服しなけ

ればならない課題を

適切に把握し、常に

課題達成のため実践

することを習慣化で 

きる。 

自己の能力を適切に

把握し将来の目的を

見据えたうえで自ら

が達成すべき課題を

細分化し着実に目 

標達成のために実践

することができる。 

将来の目的を見据え

たうえで自らが達成

すべき課題を設定

し、目標を定めて実

際に行動することが 

できる。 

将来の目的を見据え

たうえで自らが達成

すべき課題を見極

め、目標を定めるこ

とができる。 

自らの現状を理解し

ている。 

継続的に経験を積み重ね

る力 

人が経験によって成

長するものであるこ

とを理解し、継続的

に経験を積み重ねよ

うとする意欲を持

ち、実践することが

できる。 

人が経験によって成

長するものであるこ

とを理解し、経験を

積み重ねようとする

意欲を持ち、実践す

ることができる。 

人が経験によって成

長するものであるこ

とを理解し、経験を

積み重ねようとする

意欲を持つことが 

できる。 

様々な人々が経験に

よって成長してきた

ことを理解できる。 

自分が経験によって

成長してきたことを

理解できる。 

 


